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令和５年度

監 査 報 告 書
(監事監査意見書)

社会福祉法人 若草保育会

理事長 岡 正純殿

社会福祉法人若草保育会の令和５(会計)年度監事監査は、田川市大字伊田3635

番地の法人事務所において、令和６年５月１７日(金)の午後２時から開始され、

午後５時過ぎの終了まで休憩を含め、施設視察や関係者聴取、傍証書類審査等で

３時間ほどの確認作業を要した。

当日の作業内容として、例年通り法人定款第１８条、及び法人の監事監査規定

に基づき、まず評議員理事等役員の善管注意義務に照らし、業務執行状況や法人

施設の財務と人事管理について、具体的には昨今頻りに喧伝される安全管理体制

や漸次緩和傾向となりつつある新型肺炎予防対策を含めた保育事業の適正運営の

可否を得るため、証憑書類の検証を通して法人業務の評価把捉に努めた。

また令和２年度以降の監事監査は、新型肺炎感染症予防対策による全体的な監

査時間の縮減措置が継続され施設視察や職員聴き取り等が省略されたが、今回よ

り従前の保育環境把握の現地視察が可能となった。計算書類については事前廻附

による通覧で当日の作業効率に供することとなり、よって監査結果において明ら

かな相異改善事案が検出の場合は、速やかに理事会等での善後策の合議を得るよ

う、毎年度進言することとしている。

法人事務所での主に経理書類監査の実施に当たっては、監事監査規程第２条の

監査諸項目と作業上の留意点を確認して当該年度の計算書類や附属明細書、その

他の経理傍証書類の検証から始まり、人事労務の記録帳簿まで年度予算執行状況

をも含む事蹟書類の適合判断に重点を置いた。

かかる計算書類群の通覧確認後は、児童処遇に関わる給食や防災関連、職員会

議等の保育業務に関わる履歴整理簿を閲覧し、その後立ち会いの理事長をはじめ

会計・出納担当者や法令遵守責任者である施設長から、該年度の歳計決算結果や

保育業務の執行状況を聴取して、一連の監査業務を終えることとなった。

如上の作業概況報告を踏まえ、以下に令和５年度のサービス拠点保育事業、理

事会役員執行状況、それらを統合する福祉事業の全般監査の結果として、管見な

がら若干の監事意見を披瀝するものである。

ついては、西山邦弘監事が施設運営と理事会執行業務、藤井啓史監事が経理財

務関連の保全管理状況を担当したことである。

１．第二種社会福祉事業(施設運営)並びに法人役員等業務執行状況について



- 3 -

無量寺保育園拠点区分(社会福祉事業)での令和５年度保育業務執行状況につい

て報告する。

当園の利用定員は、９年前の園舎改築による増員変更認可以来、２･３号認定

の計５０名である。爾来、およそ１割前後の漫然的な超過状態が続いているもの

の、職員の配置(最低)基準や認可面積については余裕ある担保がなされていると

のことである。ただ、毎年度において有資格職員の確保には腐心しているとのこ

とで、受入児童の中途増員は難しいところである。

保育の基本理念については施設の年次提要に毎年度記載されている。ことばや

環境、表現など保育の基本５領域に沿って、児童の年齢別指導計画や処遇方針が

明記され、実践指導する職員に関しては具体的に研修や労務内容を摘記したマニ

ュアルノートから、自己評価を含めた使命感覚が伝わるものである。

この近年殊に注視される自己評価は、子どもへの理解を深めると共に、物理的

社会的環境の整備充実が子どもたちに与える影響に留意し、それを出発点として

実際に保育現場で行われることを職員会議で共有し、地域保育士会等の外部研修

でも敷衍的学習を深め、保育指導の千篇一律を改めるものにしたいとのこと。

数年来の施設環境の状況では新型肺炎予防措置が席捲したものの、漸次緩和傾

向となり園内罹患率もかなり軽減収斂されたという。ただ、衛生管理には継続的

な対応が必要であり、その他の安全防災対策と併せて職員共有の重点課題である

ことを今後も徹底するという。

また、該年度の事業報告からは、これまで縮減あるいは中止を余儀なくされた

特別行事の漸次復活が見て取れる。現行年度も園是の《ちがいをみとめて なか

よしこよし》のもと、保護者や地域に向けた新たな共催行事の企画取組を進めた

いという。以上は保育業務の令和５年度執行状況の概況報告である。

続いて、評議員理事等法人役員の定期業務執行に関する理事会並びに評議員会

開催について、令和５年度は下記のように６回の開催、議事内容となっている。

①第１６８回理事会 令和５年 ５月２７日（土） 自１４時～至１５時半

議題 ・令和４年度収支決算 ・令和４年度事業報告 ・監事監査報告

・理事長の職務執行状況報告(令和４年度下半期)

・令和５年度第７回定時評議員会の招集日時と議事要項の承認

・法人理事任期満了に伴う後任候補者の選定について

・法人監事任期満了に伴う後任候補者の選定について

②第１６９回理事会 令和５年 ６月１２日（月） 自１１時～至１２時

議題 ・任期満了による理事推薦候補者について

・任期満了による監事推薦候補者について
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③第７回定時評議員会 令和５年 ６月１２日（月） 自１４時～至１５時

議題 ・令和４年度歳計決算確定承認 ・令和４年度事業報告

・社会福祉充実計画算定シートの計算結果について

・法人理事任期満了に伴う次期候補者の選任承諾について

・法人監事任期満了に伴う次期候補者の選任承諾について

④第１７０回理事会 令和５年 ６月１２日（月） 自１５時半～至１６時

議題 ・法人理事長の選任について

⑤第１７１回理事会 令和５年 １２月 ２日（土） 自１４時～至１５時半

議題 ・冬期賞与支給 ・令和５年度指導監査結果報告

・理事長の職務執行状況報告(令和５年度上半期)

⑥第１７２回理事会 令和６年 ２月 １０日（土） 自１４時～至１６時

議題 ・令和６年度当初予算 ・令和６年度事業計画 ・諸規程改定

・令和５年度補正予算 ・年度末手当支給について

該年度全ての理事会(５回)と定時評議員会(１回)には監事も含む全役員が参席

しており、決算理事会には苦情受付第三者委員も同席している。議事録には議場

での発議者説明や意見開陳の内容と即応協議、充分な意見交換を通じての議案議

決の審議プロセスが丁寧に摘録されている。よって議事録通覧の結果として、法

人の役員諸氏による審議が尽くされたものと評価する次第である。

以上は令和５年度の社会福祉法人若草保育会の保育運営、及び理事長の法人役

員としての業務執行状況について、事務所常備書類の監査と関係者からの直接聴

取の結果として、概ね適正であったことを報告する。

２．若草保育会の経理業務と労務管理について

当法人での本部･施設拠点区分の令和５年度会計決算について、例年同様に経

理規程準拠対応とされる全般的な会計処理の状況を書類審査したものである。

具体的には補助簿や附属明細を含む主要計算書類の確認と証憑伝票等の整理保

管状態、更には都度法令改定に適合した労務人事関係の規程集や諸帳簿の事蹟を

確認した。以下に検証過程と結果を簡略ながら報告する。

財務決算の監査作業のアウトラインは、該年度の全体的な会計配分の把握とす

べく、当初予算から補正を経て歳計決算に至る流れを月次試算表等とすり合わせ

て計算書類との相対性を確認する。該年度も管見の限り経理ソフトの電算処理に

おいて大きな入力ミスは見当たらず、会計責任者と出納職員両者によるチェック

が正確である限り大きな齟齬も生じず、起票から出納の証憑処理、補助簿等の常

備帳簿についても特に指摘するところはない。
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労務人事関係では毎年次における国施策を反映する就業規則等の改正、更には

給与規程等処遇関連の諸規程の細やかな改定がなされており、全体的には委託費

の適正執行を遵守する立場が明確である。従って経理・労務処理の総評として、

収支均衡の適正決算へ導こうとする営為を評価するものである。

また若干の会計面での指摘として、数年来の課題ともいえる歳出面での人件費

の漸増傾向には引き続きの配慮をお願いしたいこと、あるいは昨今の物品購入に

おけるネット決済での前払処理についてはより安全慎重な出納を心がけるようお

願いしたい。

以上、定款第１８条所定による令和５年度の社会福祉法人若草保育会の保育事

業並びに理事会･評議員会業務執行状況、そして該年度の歳計決算並びに労務管

理全般の監事の監査作業は、全般的に適正であったことをここに報告します。

令和６年 ５月１７日

社会福祉法人 若草保育会

監事 藤井 啓史 印

監事 西山 邦弘 印


